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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キュレーションされたコンテンツを評価する方法であって、
　キュレーションされたコンテンツを受信し、
　既定の品質基準及び選択されたテンプレートに基づいて前記キュレーションされたコン
テンツの品質を評価し、
　既定のユーザ関係基準に基づいて前記キュレーションされたコンテンツによりユーザ関
係を判断し、
　前記キュレーションされたコンテンツの前記評価された品質及び前記キュレーションさ
れたコンテンツの前記判断されたユーザ関係に基づいて、品質評価結果及びユーザ関係評
価結果を生成する、ことを有する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記選択されたテンプレートは、コンテンツ構造と主要キーワード一覧とを含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記キュレーションされたコンテンツの品質を評価することは、
　　前記キュレーションされたコンテンツが前記コンテンツ構造によって特定されたテキ
スト・パターン信号を含むか否かを判定する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記キュレーションされたコンテンツの品質を評価することは、更に、
　　前記テキスト・パターン信号内に含まれる単語及び語句と、前記キュレーションされ
たコンテンツ内に含まれる用語との間のヒット率を計算する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記キュレーションされたコンテンツの品質を評価することは、
　　前記主要キーワード一覧内に含まれる前記キュレーションされたコンテンツ内に含ま
れる用語を識別する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記キュレーションされたコンテンツの品質を評価することは、
　　前記選択されたテンプレートの条件を前記キュレーションされたコンテンツが満たす
か否かを判定し、
　　前記キュレーションされたコンテンツのアイテムが特定のトピックに関するか否かを
チェックし、
　　前記キュレーションされたコンテンツのアイテムのソース品質を評価し、
　　前記キュレーションされたコンテンツ内に含まれるキュレータ生成コンテンツの量を
計算し、
　　前記キュレーションされたコンテンツに関連するコメント数をカウントし、
　　前記キュレーションされたコンテンツの閲覧数をカウントする、ことのうちの１つ以
上を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記計算することは、
　　引用された１つのウェブ・コンテンツと前記キュレーションされたコンテンツとの間
の差分を識別し、
　　前記引用された１つのウェブ・コンテンツから編集された単語の数を合計する、こと
を含む、
　ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記判断するステップは、
　　前記キュレーションされたコンテンツのキュレータが類似トピック領域内の他のコン
テンツに関してコメントされたか否かを分析し、
　　前記キュレーションされたコンテンツのキュレータが前記キュレーションされたコン
テンツに関するコメントに対して返答したか否かを判定する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　更に、
　　課題に関する教材を受信し、
　　前記教材に基づいてキーワード候補一覧を生成し、
　　前記キーワード候補一覧からキーワードを選択するために効果的な入力を受信し、
　　前記選択されたキーワードを含む主要キーワード一覧を生成する、ことを有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　更に、
　　課題に従って選択されたコンテンツの構造型を受信する、ことを有し、
　前記選択されたコンテンツの構造型は、前記選択されたテンプレート内に含まれ、カス
タマイズ可能なテキスト・パターン信号を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項１１】
　非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体であって、請求項１に記載の方法を実行する
処理装置によって実行可能なプログラミング・コードを前記非一時的なコンピュータ読み
取り可能媒体上に符号化した、
　ことを特徴とするコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項１２】
　キュレーションされたコンテンツの評価システムであって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサに通信可能に接続された非一時的なコンピュータ読み取り可能記録媒
体であって、
　　　キュレーションされたコンテンツを受信し、
　　　既定の品質基準及び選択されたテンプレートに基づいて前記キュレーションされた
コンテンツの品質を評価し、
　　　既定のユーザ関係基準に基づいて前記キュレーションされたコンテンツによりユー
ザ関係を判断し、
　　　前記キュレーションされたコンテンツの前記評価された品質及び前記キュレーショ
ンされたコンテンツの前記判断されたユーザ関係に基づいて、品質評価結果及びユーザ関
係評価結果を生成する、
　　ことを含む動作を実行する前記プロセッサによって実行可能である、コンピュータ実
行可能な命令を前記非一時的なコンピュータ読み取り可能記録媒体上に格納した前記非一
時的なコンピュータ読み取り可能記録媒体と、を有する、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項１３】
　前記選択されたテンプレートは、コンテンツ構造と主要キーワード一覧とを含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記キュレーションされたコンテンツの品質を評価することは、
　　前記コンテンツ構造によって特定されたテキスト・パターン信号を前記キュレーショ
ンされたコンテンツが含むか否かを判定し、
　前記テキスト・パターン信号内に含まれる単語及び語句と、前記キュレーションされた
コンテンツ内に含まれる用語との間のヒット率を計算する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記キュレーションされたコンテンツの品質を評価することは、
　　前記主要キーワード一覧内に含まれる前記キュレーションされたコンテンツ内に含ま
れる用語を識別する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記キュレーションされたコンテンツの品質を評価することは、
　　前記選択されたテンプレートの条件を前記キュレーションされたコンテンツが満たす
か否かを判定し、
　　前記キュレーションされたコンテンツのアイテムが特定のトピックに関するか否かを
チェックし、
　　前記キュレーションされたコンテンツのアイテムのソース品質を評価し、
　　前記キュレーションされたコンテンツ内に含まれるキュレータ生成コンテンツの量を
計算し、
　　前記キュレーションされたコンテンツに関連するコメント数をカウントし、
　　前記キュレーションされたコンテンツの閲覧数をカウントする、ことのうちの１つ以
上を含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
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【請求項１７】
　前記計算することは、
　　引用された１つのウェブ・コンテンツと前記キュレーションされたコンテンツとの間
の差分を識別し、
　　前記引用された１つのウェブ・コンテンツから編集された単語の数を合計する、こと
を含む、
　ことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記判断することは、
　　前記キュレーションされたコンテンツのキュレータが類似トピック領域内の他のコン
テンツに関してコメントされたか否かを分析し、
　　前記キュレーションされたコンテンツのキュレータが前記キュレーションされたコン
テンツに関するコメントに対して返答したか否かを判定する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記動作は、更に、
　　課題に関する教材を受信し、
　　前記教材に基づいてキーワード候補一覧を生成し、
　　前記キーワード候補一覧からキーワードを選択するために効果的な入力を受信し、
　　前記選択されたキーワードを含む主要キーワード一覧を生成する、ことを含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記動作は、更に、
　　課題に従って選択されたコンテンツの構造型を受信する、ことを含み、
　前記選択されたコンテンツの構造型は、前記選択されたテンプレート内に含まれ、カス
タマイズ可能なテキスト・パターン信号を含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載した実施形態は、キュレーションされたコンテンツの評価(キュレーシ
ョンされたコンテンツを評価する方法及びシステム)に関する。
【背景技術】
【０００２】
　キュレーション(curation)は、デジタルファイルなどの、キュレータによって編成され
るアイテムリストを含んでもよい。キュレーションは、様々な形式のコンテンツを組み合
わせてもよい。
【０００３】
　例えば、キュレーションは、インターネットなどのネットワークを介してアクセスされ
たウェブ・コンテンツとともにキュレータによって生成されたデジタルファイルを含んで
もよい。加えて、キュレーションは、キュレータによるウェブ・コンテンツに対する変更
を含んでもよい。
【０００４】
　キュレーション内のアイテムは、トピック又はテーマによって編成されてもよい。キュ
レーション学習において、例えば、キュレーション内のアイテムは、教師によって出され
た課題のトピック又はテーマによって編成されてもよい。教師は、課題に応答して作成さ
れたキュレーションを評価したいと思うかもしれない。しかしながら、キュレーションの
評価は、キュレーションのサイズ及び複雑さのために、比較的困難で、且つ時間がかかる
かもしれない。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本明細書において主張される主題は、上述したような問題点を解決するための実施形態
や、上述したような環境においてのみ動作する実施形態に限定されるものではない。むし
ろ、この背景技術の記載は、本明細書に記載した幾つかの実施形態が実用されうる例示的
技術を説明するために提供されたものにとどまる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施形態の一態様によれば、キュレーションされたコンテンツを評価する方法は、キュ
レーションされたコンテンツを受信するステップを含んでもよい。方法は、また、既定の
品質基準及び選択されたテンプレートに基づいてキュレーションされたコンテンツの品質
を評価するステップを含んでもよい。
【０００７】
　方法は、既定のユーザ関係基準に基づいてキュレーションされたコンテンツによりユー
ザ関係を判定するステップを更に含んでもよい。方法は、また、キュレーションされたコ
ンテンツの評価された品質及びキュレーションされたコンテンツの判定されたユーザ関係
に基づいて品質評価結果及びユーザ関係評価結果を生成するステップを含んでもよい。
【０００８】
　実施形態に係る目的及び利点は、少なくとも請求項において具体的に摘示された構成要
素、特徴及びこれらの組合せによって実現及び達成される。
【０００９】
　前述の概要説明及び後述の詳細説明はいずれも例示的かつ説明的なものであって、特許
請求に係る本発明を限定するものではないことが理解されるであろう。
【発明の効果】
【００１０】
　開示のキュレーションされたコンテンツを評価する方法及びシステムは、キュレーショ
ンの評価を、短時間で容易に行うことができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、いくつかの実施形態を実施することができる例示的な動作環境のブロッ
ク図である。
【図２】図２は、教師と通信する図１の動作環境内に含むことができる例示的なキュレー
ションされたコンテンツの評価システム(curated content assessment system)を表すブ
ロック図を示す。
【図３】図３は、例示的なキュレーションを評価する、図２のキュレーションされたコン
テンツの評価システムのブロック図を示す。
【図４】図４は、図３内に表された評価に起因し得る例示的な品質評価結果及び例示的な
ユーザ関係評価結果を示す。
【図５】図５は、本明細書に記載された少なくとも１つの実施形態のすべてによる、キュ
レーションされたコンテンツを評価する例示的な方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本明細書に記載するいくつかの実施形態は、キュレーションされたコンテンツの評価に
関する。例示的な実施形態において、評価システムは、既定の基準及び選択されたテンプ
レートに基づいてキュレーションされたコンテンツを評価するように構成されてもよい。
【００１３】
　キュレーションされたコンテンツは、キュレータと、ネットワークを介してアクセスさ
れ、且つキュレーションされたコンテンツ内に含まれ得るウェブ・コンテンツと、キュレ
ータによるウェブ・コンテンツに対する編集とによって生成された原稿を含んでもよい。
【００１４】
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　キュレーションされたコンテンツは、教師によって出された課題に応答して生成されて
もよい。教師は、更に、教材を評価システムに通信してもよい。評価システムは、キュレ
ーションされたコンテンツが評価され得る選択されたテンプレートの構成を可能にする教
材及び教師からの他の入力を受信してもよい。
【００１５】
　評価システムは、キュレーションされたコンテンツをもつキュレーションされたコンテ
ンツ及びユーザ関係の品質が評価される１つ以上の既定の基準を更に含んでもよい。評価
システムは、キュレーションされたコンテンツの評価に基づいて品質評価結果及びユーザ
関係評価結果を生成してもよい。
【００１６】
　本発明の実施形態は、添付の図面を参照して説明されることになる。
【００１７】
　図１は、少なくとも１つの実施形態が実施され得る例示的な動作環境１００のブロック
図である。動作環境１００は、ネットワーク１０２と、キュレーション１０４と、キュレ
ーションされたコンテンツの評価システム(以下「システム」)１０６と、１つ以上のエン
ドユーザ(以下「(単数の)ユーザ」又は「(複数の)ユーザ」)１０８と、教師１１０と、ウ
ェブ・コンテンツ１１２とを含んでもよい。
【００１８】
　概して、ネットワーク１０２は、システム１０６とユーザ１０８と教師１１０との間の
通信を可能にする１つ以上の広域ネットワーク(ＷＡＮ)及び／又はローカル・エリア・ネ
ットワーク(ＬＡＮ)を含んでもよい。
【００１９】
　更に、システム１０６、ユーザ１０８及び教師１１０は、ネットワークによってキュレ
ーション１０４及び／又はウェブ・コンテンツ１１２にアクセスすることができてもよい
いくつかの実施形態において、ネットワーク１０２は、複数のＷＡＮ及び／又はＬＡＮの
間の論理的及び物理的接続によって形成されたグローバルインターネットワークを含むイ
ンターネットを含む。その代わりに又は更に、ネットワーク１０２は、８０２．ｘｘネッ
トワーク、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）アクセスポイント、無線アクセスポイント、
ＩＰベースのネットワークなどの１つ以上の無線セルラネットワーク及び／又は１つ以上
の有線及び／又は無線ネットワークを含んでもよいが、但し限定はされない。ネットワー
ク１０２は、また、ある種類のネットワークが別の種類のネットワークとのインターフェ
ースを確立することを可能にするサーバを含んでもよい。
【００２０】
　本明細書にて用いるように、「キュレーション(curation)」(例えばキュレーション１
０４)は、「キュレータ(curator)」と呼称されるエンティティ(entity)によって編成及び
／又は編集されたデジタルファイルなどのアイテムリストを含んでもよい。動作環境１０
０において、ユーザ１０８の１つ以上はキュレータであってもよい。
【００２１】
　キュレーション１０４内に含まれるアイテムは、キュレータによって生成されたアイテ
ムだけでなく、本明細書において、ウェブ・コンテンツ１１２と呼ばれる、ネットワーク
１０２を介してアクセスされるアイテムを含んでもよい。
【００２２】
　更に、いくつかのキュレーション１０４において、キュレーション１０４内に含まれる
ウェブ・コンテンツ１１２は、キュレーション１０４内に含まれる場合にキュレータによ
って編集されてもよい。キュレーション１０４のうちのいずれかに含まれ得るアイテム・
セット及び／又はアイテム・セットに対する編集は、本明細書において、キュレーション
されたコンテンツと呼ばれる。
【００２３】
　例えば、キュレーションされたコンテンツは、オンライン新聞内に公開されて、別のエ
ンティティによって編集された記事だけでなく、キュレータであってもよいユーザ１０８
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によって生成され、且つネットワーク１０２を介してアクセスされたデジタル原稿を含む
。記事がキュレーション１０４内に含まれている間、キュレータ又は別のユーザであって
もよいユーザ１０８は、記事を編集又はコメントしてもよい。
【００２４】
　デジタル原稿、記事、及び編集もしくはコメントの各々は、キュレーションされたコン
テンツ内に含まれてもよい。ウェブ・コンテンツ又はユーザ生成コンテンツのいくつかの
更なる例は、ウェブ・ページ、オーディオファイル、ビデオファイル、電子文書、及び実
質的に他のデジタルファイル又はコンテンツを含んでもよいが、但し限定はされない。
【００２５】
　キュレーション１０４又はキュレーション１０４のある部分は、例えば、インターネッ
トに対して通信可能に接続された１つ以上の対応するウェブ・サーバによってホスティン
グされたウェブ・サイトにアクセス可能であってもよい。
【００２６】
　キュレーション１０４のアクセス性は、他のユーザ１０８及び／又は教師１１０がキュ
レーション１０４に関してコメントすることを可能にしてもよく、また、キュレータがコ
メントに対して閲覧及び／又は返信することを可能にしてもよい。更に、キュレーション
１０４のアクセス性は、システム１０６がキュレーション１０４及びキュレーション１０
４に含まれるキュレーションされたコンテンツをアクセス及び／又は評価することを可能
にしてもよい。
【００２７】
　動作環境１００において、ユーザ１０８は、キュレーション１０４を作成及び／又は閲
覧する人々及び／又は他のエンティティを含み、従って、ユーザ１０８がキュレータを含
んでもよい。ユーザ１０８の少なくともある部分は、教師１１０によって出された課題に
応答してキュレーション１０４を作成する学生を含んでもよい。
【００２８】
　ユーザ１０８は、１つ以上のアイテムを生成する(例えば、原稿を編集する)ことにより
、及び／又はキュレーション１０４内のアイテムとして含むウェブ・コンテンツ１１２を
アクセスすることにより、課題に関するキュレーション１０４を作成してもよい。
【００２９】
　システム１０６は、自動的又は実質的にキュレーション１０４の自動評価を提供しても
よい。例えば、キュレーションを作成する学生のための課題に関連するデッドラインが過
ぎた後に、システムは、キュレーション１０４を評価してもよい。更に又はその代わりに
、キュレーション１０４の生成に続いて、１つ以上の他のユーザ１０８は、キュレーショ
ン１０４及びキュレーション１０４に関するコメントにアクセスしてもよい。
【００３０】
　個別には示していないが、ユーザ１０８及び教師１１０のうちの１つ以上は、対応する
計算装置を用いて、ネットワーク１０２と通信してもよい。計算装置は、デスクトップコ
ンピュータ、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、携帯電話、スマート
フォン、携帯情報端末(ＰＤＡ)、又は他の好適な計算装置を含んでもよいが、但し限定は
されない。
【００３１】
　細部は、教師１１０及びユーザ１０８を含む動作環境１００に関して与えられるが、そ
の一部は、学生を含んでもよい。いくつかの他の実施形態は、１つ以上の同様の動作環境
内で実施されてもよい。例えば、教師１１０とユーザ１０８ではなく、別の動作環境は、
管理者と従業員、政府機関と企業、企業の第１の部門と企業の複数の他の部門、又は他の
適当に関連するエンティティを含んでもよい。
【００３２】
　キュレーション１０４が評価されるテンプレートを策定するために、システム１０６は
、教師１１０と通信してもよい。更に又はその代わりに、システム１０６は、システム管
理者、技術スタッフなどによって事前に定義される、又は部分的に事前に定義される１つ
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以上の基準を有してもよい。
【００３３】
　図２は、図１の教師１１０との通信における図１のシステム１０６の例示的な実施形態
を表すブロック図２００を示す。ブロック図２００は、システム１０６のいくつかの細部
、及びシステム１０６と教師１１０との間のいくつかの例示的な通信を図示し、その通信
は、キュレーションされたコンテンツが評価されるテンプレートのいくつかの細部を策定
するために用いられてもよい。
【００３４】
　図示するように、システム１０６は、プロセッサ２２０と、通信インターフェース２２
４と、メモリ２２２とを含む。プロセッサ２２０、通信インターフェース２２４、及びメ
モリ２２２は、通信バス２２６を介して通信的に連結されてもよい。通信バス２２６は、
メモリーバス、ストレージインタフェースバス、バス／インターフェース制御装置、イン
ターフェースバスなど、又はその任意の組み合わせを含んでもよいが、但し限定はされな
い。
【００３５】
　概して、通信インターフェース２２４は、図１のネットワーク１０２などのネットワー
ク上での通信を容易することができる。通信インターフェース２２４は、ＬＡＮ接続カー
ド、ネットワークアダプタ、ＬＡＮアダプタ、又は他の好適な通信インターフェースを含
んでもよいが、但し限定はされない。
【００３６】
　プロセッサ２２０は、本明細書に記載される機能又は動作を実行させるコンピュータ命
令をシステム１０６が実行するように構成されてもよい。プロセッサ２２０は、プロセッ
サ、マイクロプロセッサ(μＰ)、コントローラ、マイクロコントローラ(μＣ)、中央処理
装置(ＣＰＵ)、デジタル信号プロセサ(ＤＳＰ)、その任意の組み合わせ、又は他の好適な
プロセッサを含んでもよいが、但し限定はされない。
【００３７】
　コンピュータ命令は、プロセッサ２２０による実行のためにメモリ２２２内にロードさ
れてもよい。例えば、コンピュータ命令は、テンプレート・モジュール２０４、既定基準
モジュール２１２、コンテンツ構造モジュール２０６、主要キーワード一覧モジュール２
１０、テキスト・パターン信号の辞書２０８、品質基準モジュール２１４、及びユーザ関
係基準モジュール２１６などの１つ以上のモジュールの形式であってもよいが、但し限定
はされない。
【００３８】
　いくつかの実施形態において、本明細書に記載された機能及び動作の実行の間に生成、
受信、及び／又は動作されたデータは、メモリ２２２内に少なくとも一時的に格納されて
もよい。更に、メモリ２２２は、ランダムアクセスメモリなどの揮発性記憶装置を含んで
もよい。
【００３９】
　更に概して、システム１０６は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ又
は他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、ディジタル・バーサタイル・ディスク(ＤＶＤ)又は他
の光学記憶装置、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスク記憶装置又は他の磁気記憶装
置、又は他の非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体などの非一時的なコンピュータ読
み取り可能媒体を含んでもよいが、但し限定はされない。
【００４０】
　図２に表した例示的なシステム１０６において、キュレーションされたコンテンツは、
既定の基準及び選択されたテンプレートに基づいて評価されてもよい。既定の基準は、規
定され、既定基準モジュール２１２内に格納され、又は、そうでなければ、既定基準モジ
ュールによって制御されてもよい。既定基準モジュール２１２に含まれる基準を定義する
ために、教師１１０及び／又はシステム管理者などのエンティティは、例えば１つ以上の
基準を既定基準モジュール２１２内にプログラムしてもよい。
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【００４１】
　既定の基準は、既定の品質基準(品質基準)及び既定のユーザ関係基準(関係基準)を含ん
でもよい。品質基準は、キュレーションされたコンテンツ内に含まれるアイテムの品質を
評価するために用いられてもよい。
【００４２】
　アイテムの品質は、個々に且つ互いに評価されてもよい。関係基準は、キュレーション
されたコンテンツによりユーザ関係を判断するために用いられてもよい。従って、既定基
準モジュール２１２は、品質基準モジュール２１４とユーザ関係基準モジュール２１６と
を含んでもよい。
【００４３】
　上述のように、品質基準及び関係基準は、エンティティによってプログラムされてもよ
い。更に、品質基準及び関係基準は、更新され、変更されてもよい。いくつかの実施形態
において、品質基準は、キュレーションされたコンテンツが選択されたテンプレートの条
件(以下で論じる)を満たしているか否かと、キュレーションされたコンテンツのアイテム
は特定のトピックに関するか否かと、キュレーションされたコンテンツのアイテムのソー
ス品質(source quality)と、キュレーションされたコンテンツ内に含まれるキュレータ生
成コンテンツの量と、キュレーションされたコンテンツに関連するコメント数と、キュレ
ーションされたコンテンツの閲覧数とを含んでもよいが、但し限定はされない。これらの
品質基準は、品質基準の非限定的、例示的なリストとして意図される。これらの品質基準
のうちのいくつかの具体化は、以下で論じる。
【００４４】
　選択されたテンプレートは、教師１１０との通信を通じて、少なくとも部分的に規定さ
れてもよい。この実施形態及び他の実施形態において、選択されたテンプレートは、コン
テンツ構造及び主要キーワード一覧を含んでもよい。コンテンツ構造は、規定され、コン
テンツ構造モジュール２０６内に格納され、そうでなければ、コンテンツ構造モジュール
によって制御されてもよい。同様に、主要キーワード一覧は、規定され、主要キーワード
一覧モジュール２１０内に格納され、又は、そうでなければ、主要キーワード一覧モジュ
ールによって制御されてもよい。
【００４５】
　コンテンツ構造は、概して、キュレーションされたコンテンツの種類又は性質を含んで
もよい。例えば、図１の動作環境１００において、教師１１０によって出された課題は、
課題に応答して作成されるキュレーションの種類を示してもよく、従って、コンテンツ構
造を示してもよい。
【００４６】
　いくつかの例示的なコンテンツ構造は、イベント構造(event structure)、列挙構造(en
umeration structure)、記述構造(description structure)、定義構造(definition struc
ture)、シーケンス構造(sequence structure)、プロセス構造(process structure)、時間
順構造(time order structure)、年代順構造(chronology structure)、比較対照構造(com
pare-contrast structure)、提案支援構造(proposition support structure)、判断構造(
judgment structure)、批評構造(critique structure)、因果構造(cause-effect structu
re)、問題解決構造(problem-solution structure)、空き構造(empty structure)とも呼ば
れる無構造(no structure)、又はその任意の組み合わせを含んでもよい。例えば、課題は
、第一次世界大戦の歴史に関するキュレーションを作成することであってもよい。コンテ
ンツ構造は、従って、年代順構造を含んでもよい。
【００４７】
　コンテンツ構造は、テキスト・パターン信号によって示されてもよい。テキスト・パタ
ーン信号は、コンテンツ構造を示す特定の種類の構造に組み込まれ得る１セットの単語及
び語句を含んでもよい。上記の第一次世界大戦の例において、テキスト・パターン信号は
、「その後(afterwards)」「の時に(as)」「の前に(before)」「最初に(initially)」「
後で(later on)」「その間に(meanwhile)」「かなり後に(much later)」などの単語及び
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語句の１つ以上を含んでもよい。
【００４８】
　他のコンテンツ構造は、対応するコンテンツ構造を示すテキスト・パターンを含んでも
よい。いくつかの例示的なテキスト・パターン信号は、イベント・テキスト・パターン信
号と、シーケンスのテキスト・パターン信号と、年代順のテキスト・パターン信号と、比
較対照のテキスト・パターン信号と、問題解決のテキスト・パターン信号と、空きのテキ
スト・パターン信号とを含んでもよいが、但し限定はされない。各テキスト・パターン信
号は、対応するコンテンツ構造を示す１セットの単語及び語句を含んでもよい。いくつか
の状況において、複数のテキスト・パターン信号は、単語及び語句を共有してもよい。
【００４９】
　システム１０６において、テキスト・パターン信号は、テキスト・パターン信号の辞書
(辞書)２０８内で規定されてもよい。辞書２０８は、単語及び語句の初期セットを含んで
もよいし、又はテキスト・パターン信号内に含む頭文字及び語句の１つ以上を教師１１０
又は別のエンティティが選択することを可能にしてもよい。キュレーションされたコンテ
ンツのコンテンツ構造を評価するために、システム１０６は、テキスト・パターン信号に
含まれる単語及び語句と、キュレーションされたコンテンツ内に含まれる用語との間のヒ
ット率を計算してもよい。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、教師１１０又は別のエンティティは、コンテンツ構造を
選択してもよい。例えば、教師１１０は、選択されたコンテンツの構造型をコンテンツ構
造モジュール２０６に通信してもよい。更に又はその代わりに、教師１１０又は別のエン
ティティは、コンテンツ構造に対応するテキスト・パターン信号のための辞書２０８内に
含む１つ以上の単語及び語句を選択してもよい。
【００５１】
　選択されたテンプレートは、また、主要キーワード一覧を含んでもよい。この実施形態
及び他の実施形態において、主要キーワード一覧は、教師１１０との１つ以上の通信を通
じて生成されてもよい。例えば、教師１１０は、時間割りなどの教材２０２又は別の教材
を、主要キーワード一覧モジュール２１０に通信してもよい。
【００５２】
　主要キーワード一覧モジュール２１０、又はシステム１０６の別の部分は、キーワード
候補一覧２１８を生成するために教材２０２を解析してもよい。キーワード候補一覧２１
８内に含まれるキーワードは、タイトル内に含まれる、又は強調された部分内に含まれる
など、何度も生じる教材２０２からの単語又は語句を含んでもよい。
【００５３】
　キーワード候補一覧２１８は、教師１１０に対して通信されてもよい。教師１１０は、
その後、キーワード候補一覧２１８からキーワードを選択してもよいし、又は、そうでな
ければ、キーワード候補一覧からキーワードを選択するために効果的な入力を備えてもよ
い。選択されたキーワードが主要キーワード一覧内に含まれ得る場合、選択されたキーワ
ードは、システム１０６に対して通信されてもよい。
【００５４】
　要するに、テンプレート・モジュール２０４は、選択されたテンプレートを含んでもよ
い。選択されたテンプレートは、コンテンツ構造を示す辞書２０８内で選択された単語及
び語句を更に含んでもよい。更に、選択されたテンプレートは、複数のキーワードを含む
主要キーワード一覧を含んでもよい。キュレーションされたコンテンツの評価は、従って
、主要キーワード一覧内で選択されたキーワード及び／又はコンテンツ構造から単語及び
語句の有無を評価することを含んでもよい。
【００５５】
　図３は、図１のキュレーション１０４の例示的な実施形態を評価する、図１及び図２の
システム１０６の例示的な実施形態のブロック図３００を示す。システム１０６は、キュ
レーション１０４を受信し、キュレーションされたコンテンツ３０２を評価し、品質評価
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結果４００及びユーザ関係評価結果４０２を生成してもよい。
【００５６】
　図示した実施形態において、キュレーション１０４のキュレーションされたコンテンツ
３０２は、１つ以上のアイテム３２０Ａ及び３２０Ｂ(以下「アイテム３２０」又は「複
数のアイテム３２０」)を含んでもよい。更に、キュレーション１０４は、コメントデー
タ３１８を含んでもよい。コメントデータ３１８は、図示されるようなキュレーション１
０４内に含まれていてもよいし、又は、そうでなければ例えば「コメント」リンクを通じ
てキュレーション１０４に関連づけられてもよい。
【００５７】
　キュレーション１０４を評価するために、システム１０６は、ネットワークを介してキ
ュレーション１０４にアクセスしてもよいし、及び／又はキュレーション１０４は、ユー
ザ又は教師によってシステム１０６に対して通信されてもよい。キュレーション１０４が
受信されたとき、キュレーション１０４は、既定基準モジュール２１２内の既定の基準及
び／又はテンプレート・モジュール２０４内で選択されたテンプレートに基づいて評価さ
れてもよい。
【００５８】
　評価から、システムは、品質評価結果４００及びユーザ関係評価結果４０２を生成して
もよい。概して、品質評価結果４００は、(上記のような)選択されたテンプレート及び(
上記でも論じた)品質基準を用いて、キュレーションされたコンテンツ３０２及び／又は
コメントデータ３１８の評価に基づいて生成されてもよい。ユーザ関係評価結果４０２は
、(上記でも記載した)関係基準を用いて、キュレーションされたコンテンツ３０２及び／
又はコメントデータ３１８の評価に基づいて生成されてもよい。
【００５９】
　この実施形態及び他の実施形態において、品質基準は、選択されたテンプレートの１つ
以上の条件をキュレーションされたコンテンツが満たすか否かを、含んでもよい。上記の
ように、選択されたテンプレートは、主要キーワード一覧とコンテンツ構造とを含んでも
よい。主要キーワード一覧及びコンテンツ構造の各々は、１セットの単語(例えば、テキ
スト・パターン信号の辞書内の単語及び語句、及び主要キーワード一覧内のキーワード)
を含む。
【００６０】
　キュレーションされたコンテンツが選択されたテンプレートの条件を満たすか否かを評
価する際に、システム１０６は、キュレーションされたコンテンツ３０２内の各々のアイ
テム３２０をスキャンし、各々のアイテム内の用語と選択されたテンプレート内の用語と
間の１つ以上のヒット・カウントを判定してもよい。
【００６１】
　この品質判定基準は、パーセンテージ(例えば、キュレーションされたコンテンツ３０
２は、選択されたテンプレート内の単語の８８％を含む)によって、総数(例えば、キュレ
ーションされたコンテンツ３０２は、選択されたテンプレート内の単語のうちの１５０を
含む)によって、又は別の好適な方法で得点されてもよい。
【００６２】
　更に又はその代わりに、品質基準は、キュレーションされたコンテンツ３０２のアイテ
ム３２０が特定のトピックに関するか否かを、含んでもよい。アイテム３２０が特定のコ
ンテンツに関するか否かを判定するために、システム１０６は、アイテム３２０の、例え
ばタイトル、テキスト、キャプション、写真内のタグをスキャンしてもよい。システム１
０６は、その後、タイトル、テキストなどの内で用いられる用語間の関係をチェックして
もよい。
【００６３】
　例えば、第１のアイテム３２０Ａは、第一次世界大戦の要因に関する、キュレータによ
って起草されたエッセイを含んでもよい。第２のアイテム３２０Ｂは、「軍備＜第一次世
界大戦の引き金＞」とタイトルをつけられた第一次世界大戦に関する記事を含んでもよい
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。システム１０６は、第１のアイテム３２０Ａ及び第２のアイテム３２０Ｂのタイトル及
びテキストをスキャンし、第１のアイテム３２０Ａ及び第２のアイテム３２０Ｂが第一次
世界大戦の要因に関連するか否かを判定してもよい。
【００６４】
　特定のトピックに対するアイテム３２０の妥当性に対するスコアは、閾値の関連性(thr
eshold relatedness)を有するアイテム３２０の数によって定量化されてもよいし、又は
別の好適な方法において得点されてもよい。例えば、第１のアイテム３２０Ａ及び第２の
アイテム３２０Ｂは、充分に関連づけられてもよく、１００％のスコアをもたらしてもよ
い。各々のアイテム３２０のための(以下で論じる)ソース品質は、特定のトピックに対す
るアイテム３２０の妥当性ための合計スコアを得るために平均化又は合計されてもよい。
【００６５】
　更に又はその代わりに、品質基準は、キュレーションされたコンテンツ３０２のアイテ
ム３２０のソース品質を含んでもよい。アイテム３２０のソース品質は、ソースの評判、
ソースの支持率、ソースが他のキュレーションに引用された回数などによって関連づけさ
れてもよいし、及び／又は定量化されてもよい。
【００６６】
　例えば、キュレーションされたコンテンツ３０２が大量に引用された(例えば何百もの
引用)記事からの記事を含む１つの実施形態において、ソース品質は、引用されていない
記事よりも高くてもよい。その代わりに、システム管理者は、ソース品質を予め決めても
よい。例えば、第２のアイテム３２０Ｂは、引用文３２２を含んでもよい。
【００６７】
　引用文３２２は、システム管理者が判定した有名なソース又は定着したソースから作り
出され得る１つのウェブ・コンテンツは、評判がよい、又は確実であることを参考にして
もよい。評判がよい、又は確実であるソースは、システム管理者が判定したそれほど評判
がよくない、又はそれほど確実ではないソースよりも高品質のスコアを受けてもよい。
【００６８】
　ソース品質に対するスコアは、ゼロから１までの小数値(例えば、０．６、０．８、ま
たは１)を含んでもよい。各々のアイテム３２０のためのソース品質は、ソース品質ため
の合計スコアを得るために平均化又は合計されてもよい。
【００６９】
　更に又はその代わりに、品質基準は、キュレーションされたコンテンツ３０２内に含ま
れるキュレータ生成コンテンツの量を含んでもよい。上記で論じたように、キュレータ生
成コンテンツは、コメント、注釈、ウェブ・コンテンツに対する変更、及び／又はキュレ
ータによって編集された原稿などを含んでもよい。
【００７０】
　この品質判定基準は、パーセンテージ(例えば、キュレーションされたコンテンツ３０
２は、キュレータ生成コンテンツの３５％を含む)によって、総数(例えば、キュレーショ
ンされたコンテンツ３０２は、キュレータ生成コンテンツの１１個のパラグラフを含む)
によって、又は別の好適な方法で得点されてもよい。
【００７１】
　キュレーションされたコンテンツ３０２内に含まれるキュレータ生成コンテンツの量を
判定するために、システム１０６は、アイテムの種類を識別してもよい。いくつかの実施
形態において、システム１０６は、アイテム３２０がキュレータ生成コンテンツか否かを
判定するために、メタデータ、メディアアクセス制御(ＭＡＣ)、アドレスなどを分析して
もよい。
【００７２】
　例えば、第１のアイテム３２０Ａがキュレータの計算装置からその後ロードしたワープ
ロ書類である場合、システム１０６は、第１のアイテム３２０Ａがワープロ書類であるこ
とを、及び／又は第１のアイテム３２０Ａがワープロ書類に関連するメタデータの分析を
通じて計算装置からロードされたことを、検知してもよい。
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【００７３】
　更に、キュレーションされたコンテンツ３０２内に含まれるキュレータ生成コンテンツ
の量を判定するために、システム１０６は、引用されたオリジナルのコンテンツとキュレ
ーションされたコンテンツとの間の差分を識別し、その後、引用されたオリジナルのコン
テンツから編集された単語の数を合計してもよいし、又は、そうでなければ差分を定量化
してもよい。
【００７４】
　例えば、第２のアイテム３２０Ｂの引用文３２２は、キュレータによって変更された、
オリジナルのコンテンツに対する引用文を含んでもよい。システム１０６は、例えば、ネ
ットワークを介してオリジナルのコンテンツにアクセスし、キュレーションされたコンテ
ンツ３０２内に出現する第２のアイテム３２０Ｂをオリジナルのコンテンツと比較しても
よい。
【００７５】
　更に又はその代わりに、品質基準は、キュレーションされたコンテンツ３０２に関連す
るコメントの数を含んでもよい。この品質判定基準は、コメントデータ３１８の評価を含
んでもよい。例えば、システム１０６は、キュレーションされたコンテンツ３０２に関連
するコメントデータ３１８内に含まれるコメント数をカウント又は計算してもよい。
【００７６】
　コメント数に対するスコアは、キュレーションされたコンテンツ３０２に関連する、受
信したコメント数の合計を含んでもよい。いくつかの実施形態において、コメント数は、
キュレーションされたコンテンツ３０２の評判を高めてもよい。例えば、より多いコメン
ト数でキュレーションされたコンテンツ３０２は、より少ないコメント数でキュレーショ
ンされたコンテンツ３０２よりも多く得点されてもよい。
【００７７】
　更に又はその代わりに、品質基準は、キュレーションされたコンテンツ３０２の閲覧数
を含んでもよい。閲覧数は、概して、キュレーションされたコンテンツ３０２を閲覧した
ユーザ数を表す。閲覧数は、ヒットカウンタ内に含まれるデータの読み取りを通じて、キ
ュレーション１０４をホスティングするサーバとの通信を通じてシステム１０６によって
判定されてもよいし、又は、システム１０６は、キュレーションされたコンテンツ３０２
をモニタリングする間に閲覧数をカウントしてもよい。
【００７８】
　閲覧数に対するスコアは、キュレーションされたコンテンツ３０２によって受信された
閲覧数の合計を含んでもよい。いくつかの実施形態において、より多くの閲覧数は、キュ
レーションされたコンテンツ３０２の評判を高めてもよい。
【００７９】
　各品質基準のスコアは、品質評価結果４００を生成するために、平均化されてもよいし
、重み係数と組み合わせてもよいし、又はそうでなければ結合されてもよい。更に、スコ
アの各々は、個々に示されてもよい。本明細書に記載された品質基準は、限定されるのが
目的ではない。他の実施形態において、キュレーションされたコンテンツ３０２の品質を
評価するために、同様の品質基準をシステム１０６によって実施してもよい。
【００８０】
　この実施形態及び他の実施形態において、関係基準は、キュレーションされたコンテン
ツ３０２に関してコメントしたのは別のユーザであるか否か、及び／又は、キュレーショ
ンされたコンテンツ３０２のキュレータが類似トピック領域内の他のコンテンツに関して
コメントされたか否かを含んでもよい。
【００８１】
　この実施形態及び他の実施形態において、システム１０６は、コメントデータ３１８か
らユーザを識別してもよい。システム１０６は、その後、ユーザ及び／又はキュレータに
よってなされた、他のウェブ・コンテンツや他のキュレーションなどに関する他のコメン
トを検索してもよい。
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【００８２】
　システム１０６がユーザ及び／又はキュレータによって他のコメントを発見すると、シ
ステム１０６は、ユーザ及び／又はキュレータがコメントした別のコンテンツのトピック
を判定してもよい。システム１０６は、その後、類似トピック領域内の他のコンテンツに
関してもコメントした、キュレーションされたコンテンツ３０２に関してコメントしたユ
ーザの数に基づいてユーザ関係を得点してもよい。
【００８３】
　更に又はその代わりに、システム１０６は、類似トピック領域内の他のコンテンツにキ
ュレータによって投稿されたコメントの数に基づいてユーザ関係を得点してもよい。いく
つかの実施形態において、類似トピック領域内の他のコンテンツに関してもコメントした
、キュレーションされたコンテンツ３０２に関してコメントした多くのユーザ数を有する
ことは、好感的に閲覧され得る。更に又はその代わりに、類似トピック領域内の他のコン
テンツにキュレータによって投稿された多くのコメント数を有することは、好感的に閲覧
され得る。
【００８４】
　この実施形態及び他の実施形態において、関係基準は、キュレーションされたコンテン
ツ３０２のキュレータがキュレーションされたコンテンツ３０２に関するコメントに対し
て返答したか否かを含んでもよい。例えば、システム１０６は、キュレーションされたコ
ンテンツ３０２のキュレータによって投稿された、そこに含まれるコメント数を判定する
ために、コメントデータ３１８をスキャンしてもよい。
【００８５】
　加えて、システム１０６は、ユーザによって投稿されたコメントとキュレータによって
投稿されたコメントとの間の関連性を判定するために、コメントのテキストをスキャンし
てもよい。キュレーションされたコンテンツは、返信コメントの数に従って、キュレータ
が返答したコメントのパーセンテージによって、又は別の好適な方法において得点されて
もよい。
【００８６】
　各関係基準のスコアは、ユーザ関係評価結果４０２を生成するために、平均化されても
よいし、重み係数と組み合わせてもよいし、又はそうでなければ結合されてもよい。加え
て、スコアの１つ以上は個々に示されてもよい。本明細書に記載された関係基準は、限定
されるのが目的ではない。他の実施形態において、キュレーションされたコンテンツ３０
２のユーザ関係を評価するために、他の関係基準がシステム１０６によって実施されても
よいし、又は、ユーザ関係の評価が行われなくてもよい。
【００８７】
　図４は、図３の品質評価結果４００の例示的な実施形態及びユーザ関係評価結果４０２
の例示的な実施形態を示す。品質評価結果４００及びユーザ関係評価結果４０２は、概し
て、図３に関して表された、及び／又は記載された、キュレーションされたコンテンツの
評価に起因し得る。
【００８８】
　品質評価結果４００及びユーザ関係評価結果４０２は、ワープロ書類などの物理的書類
であってもよいし、１セットのデジタルデータであってもよいし、又はデジタルデータの
大きな集合内に含まれてもよい。品質評価結果４００及びユーザ関係評価結果４０２は、
基準の既定の基準及び／又は選択されたテンプレート内に含まれる１つ以上のスコアを含
んでもよい。
【００８９】
　この実施形態及び他の実施形態において、品質評価結果４００は、キュレーションされ
たコンテンツの評価及び／又はキュレーションのコメントデータに起因し得る１セットの
スコア４０４、４０６、４０８、４１０、４１２、４１４及び４１６を含む。パーセンテ
ージとして表される第１のスコア４０４は、コンテンツ構造のテキスト・パターン信号と
キュレーションされたコンテンツとの間のヒット率を示してもよい。
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【００９０】
　表された実施形態において、コンテンツ構造のテキスト・パターン信号内の単語及び語
句の７５％は、評価されたキュレーションされたコンテンツ内に含まれる。従って、第１
のスコアは７５％である。第２のスコア４０６は、キュレーションされたコンテンツ内に
含まれる主要キーワードの数のパーセンテージを含んでもよい。
【００９１】
　表された実施形態において、主要キーワードの１００％は、キュレーションされたコン
テンツ内に含まれる。従って、第２のスコア４０６は１００％である。第３のスコア４０
８は、特定のトピックに対する１つ以上のアイテムの妥当性のスコアを含んでもよい。表
された実施形態において、アイテムの５０％は、特定のトピックに関する。第４のスコア
４１０は、ソース品質のスコアを含んでもよい。
【００９２】
　表された実施形態において、引用されたソース「www.abc.com」は、１．０のソース品
質のスコアを受けた。第５のスコア４１２は、キュレータ生成コンテンツの量に対するス
コアを含んでもよい。表された実施形態において、キュレータは５００ワードを生成した
。第６のスコア４１４は、コメント数を含んでもよい。表された実施形態において、評価
されたキュレーションされたコンテンツに対して５つのコメントが投稿された。第７のス
コア４１６は、閲覧数に対するスコアを含んでもよい。
【００９３】
　表された実施形態において、キュレーションされたコンテンツは、３８回閲覧された。
この実施形態及び他の実施形態において、スコア４０４、４０６、４０８、４１０、４１
２、４１４及び４１６は、個々に示されてもよい。いくつかの他の実施形態において、１
つ以上のスコアが、計算される、平均化される、正規化される、又は、そうでなければ組
み合わせられ、もしくは加工されてもよい。
【００９４】
　この実施形態及び他の実施形態において、ユーザ関係評価結果４０２は、キュレーショ
ンされたコンテンツの評価及び／又はキュレーションのコメントデータに起因し得る１つ
以上のスコア４１８及び４２０を含む。第８のスコア４１８は、キュレーションされたコ
ンテンツのキュレータによって投稿された、類似トピック領域での他のコンテンツのコメ
ント数を含んでもよい。
【００９５】
　表された実施形態において、類似トピック領域での他のコンテンツに２つのコメントが
投稿された。第９のスコア４２０は、コメントに応答してキュレータが投稿した返信の数
を含んでもよい。表された実施形態において、キュレータによって３つの返信が投稿され
た。この実施形態及び他の実施形態において、スコア４１８及び４２０は、個々に示され
てもよい。いくつかの他の実施形態において、１つ以上のスコアが、計算される、平均化
される、正規化される、又は、そうでなければ組み合わせられ、もしくは加工されてもよ
い。
【００９６】
　図５は、本明細書に記載された少なくとも１つの実施形態による、キュレーションされ
たコンテンツを評価する例示的な方法５００のフローチャートである。方法５００は、図
１～図３を参照して記載したシステム１０６によるいくつかの実施形態においてプログラ
ム可能に実行されてもよい。
【００９７】
　いくつかの実施形態において、システム１０６は、計算装置に例示的な方法５００を実
行させるために計算装置によって実行可能であるプログラミング・コード又は命令をその
上に格納した非一時的なコンピュータ読み取り可能媒体(例えば、図２のメモリ２２２)を
含んでもよいし、又は通信的に結合されてもよい。
【００９８】
　更に又はその代わりに、システム１０６は、計算機システムに方法５００を実行させる
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コンピュータ命令を実行するように構成された上記のプロセッサ２２０を含んでもよい。
個別のブロックとして図示されたが、各種のブロックが、追加的なブロックに分割される
、少数のブロックに組み合わされる、又は所望の実施に応じて除外されてもよい。
【００９９】
　方法５００は、ブロック５０２にて開始されてもよい。ブロック５０２において、キュ
レーションされたコンテンツが受信されてもよい。ブロック５０４において、キュレーシ
ョンされたコンテンツの品質は、既定の品質基準及び選択されたテンプレートに基づいて
評価されてもよい。
【０１００】
　いくつかの実施形態において、選択されたテンプレートは、コンテンツ構造と主要キー
ワード一覧とを含んでもよい。その代わりに又はそれに加えて、コンテンツ構造は、対応
するコンテンツ構造を示す単語及び語句を含んでもよいテキスト・パターン信号を含んで
もよい。単語及び語句は、辞書内に含まれていてもよいし、及び／又はカスタマイズ可能
であってもよい。
【０１０１】
　いくつかの実施形態において、主要キーワード一覧は、１つ以上のキーワードを含んで
もよい。キーワードは、最初に識別され、キーワード候補一覧内に含まれていてもよい。
キーワードは、主要キーワード一覧に含めるためにキーワード候補一覧から選択されても
よい。
【０１０２】
　キュレーションされたコンテンツの品質の評価は、１つ以上のステップ又はアクション
を含んでもよい。いくつかの実施形態において、キュレーションされたコンテンツの品質
を評価するステップは、選択されたテンプレートの条件をキュレーションされたコンテン
ツが満たすか否かを判定するステップを含んでもよい。例えば、いくつかの実施形態にお
いて、キュレーションされたコンテンツを評価するステップは、コンテンツ構造によって
特定されたテキスト・パターン信号をキュレーションされたコンテンツが含むか否かを判
定するステップを含んでもよい。
【０１０３】
　キュレーションされたコンテンツがテキスト・パターン信号を含む場合、キュレーショ
ンされたコンテンツの品質を評価するステップは、また、テキスト・パターン信号に含ま
れる単語及び語句と、キュレーションされたコンテンツ内に含まれる用語との間のヒット
率を計算するステップを含んでもよい。これらの実施形態及び他の実施形態において、キ
ュレーションされたコンテンツの品質を評価するステップは、また、主要キーワード一覧
内に含まれるキュレーションされたコンテンツ内に含まれる用語を識別するステップを含
んでもよい。
【０１０４】
　更に又はその代わりに、キュレーションされたコンテンツの品質を評価するステップは
、キュレーションされたコンテンツのアイテムが特定のトピックに関するか否かをチェッ
クするステップと、キュレーションされたコンテンツのアイテムのソース品質を評価する
ステップと、キュレーションされたコンテンツに関連するコメント数をカウントするステ
ップと、キュレーションされたコンテンツの閲覧数をカウントするステップと、キュレー
ションされたコンテンツ内に含まれるキュレータ生成コンテンツの量を計算するステップ
とを含んでもよい。
【０１０５】
　いくつかの実施形態において、キュレータ生成コンテンツの量を計算するステップは、
引用されたオリジナルのコンテンツとキュレーションされたコンテンツとの間の差分を識
別し、引用されたオリジナルのコンテンツから編集された単語の数を合計するステップを
含んでもよい。
【０１０６】
　ブロック５０６において、キュレーションされたコンテンツをもつユーザ関係は、既定
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のユーザ関係基準に基づいて判断されてもよい。ユーザ関係を判断するステップは、キュ
レーションされたコンテンツのキュレータが類似トピック領域内の他のコンテンツに関し
てコメントされたか否かを分析するステップを含んでもよい。更に、ユーザ関係を判断す
るステップは、キュレーションされたコンテンツのキュレータがキュレーションされたコ
ンテンツに関するコメントに対して返答したか否かを判定するステップを含んでもよい。
【０１０７】
　ブロック５０８において、品質評価結果及びユーザ関係評価結果は、キュレーションさ
れたコンテンツの評価された品質とキュレーションされたコンテンツの判断されたユーザ
関係とに基づいて生成されてもよい。
【０１０８】
　当業者は、本明細書に記載のこの手順及び方法、及び他の手順及び方法に関して、工程
及び方法において実行される機能が違う順序で実現されられてもよいことを認識するだろ
う。更に、概説されたステップ及び動作は、例示としてのみ提供され、ステップ及び動作
のうちのいくつかは、開示された実施形態を損なうことなく、オプションであってもよい
し、もっと少ないステップ及び動作に組み合わされてもよいし、付加的なステップ及び動
作に拡張されてもよい。
【０１０９】
　例えば、方法５００は、課題に関する教材を受信するステップを含んでもよい。教材上
に基づいて、キーワード候補一覧が生成されてもよい。キーワード候補一覧からキーワー
ドを選択するのに効果的な入力が受信されてもよく、主要キーワード一覧は、選択された
キーワードを含んで生成されてもよい。
【０１１０】
　その代わりに又は更に、方法５００は、課題に従って選択されたコンテンツの構造型を
受信することを含んでもよい。これらの実施形態及び他の実施形態において、選択された
コンテンツの構造型は、選択されたテンプレート内に含まれてもよいし、カスタマイズ可
能なテキスト・パターン信号を含んでもよい。
【０１１１】
　更に詳細に以下で論じるように、本明細書に記載された実施形態は、各種のコンピュー
タハードウェア又はソフトウェアモジュールを含む専用コンピュータ又は汎用コンピュー
タの利用を含んでもよい。
【０１１２】
　本明細書に記載された実施形態は、その上に格納されたコンピュータが実行可能な命令
又はデータ構造を携帯する又は有するためのコンピュータ読み取り可能な非一時的なコン
ピュータ読み取り可能記録媒体を用いて実施されてもよい。同様のコンピュータ読み取り
可能な非一時的なコンピュータ読み取り可能記録媒体は、汎用コンピュータ又は専用コン
ピュータによってアクセスされ得る任意の有効な非一時的なコンピュータ読み取り可能記
録媒体であってもよい。
【０１１３】
　限定ではなく一例として、同様のコンピュータ読み取り可能な非一時的なコンピュータ
読み取り可能記録媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の光学デ
ィスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置又は他の磁気記憶装置、又は、コンピュータ実行
可能な命令又はデータ構造の形式で所望のプログラムコードを携帯又は格納するために用
いられ得る、及び汎用コンピュータ又は専用コンピュータによってアクセスされ得る他の
記憶媒体を含む有形的なコンピュータ読み取り可能な記憶媒体を含んでもよい。上記のも
のの組み合わせも、コンピュータ読み取り可能な非一時的なコンピュータ読み取り可能記
録媒体の範囲内に含まれてもよい。
【０１１４】
　コンピュータ実行可能な命令は、例えば、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、又は
専用の処理装置に、ある一定の機能又は機能群を実行させるための命令及びデータを含む
。本発明の主題が構造的特徴及び／又は方法論的動作に特有の言語で記載されたが、添付
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の特許請求の範囲内に規定される発明の主題が、上記の特定の特徴又は動作には必ずしも
限定されないことが理解されるであろう。更に正確に言えば、特許請求の範囲を実行する
ための例示的な形式として、上記の特定の特徴及び行為が開示される。
【０１１５】
　本明細書にて用いるように、用語「モジュール」又は「コンポーネント」は、計算機シ
ステム上で実行するソフトウェアオブジェクト又はルーチンを表してもよい。本明細書に
記載の個別のコンポーネント、モジュール、エンジン、及びサービスは、計算機システム
上で実行するオブジェクト又はプロセスとして(例えば、別のスレッドとして)実現されて
もよい。
【０１１６】
　本明細書に記載のシステム及び方法がソフトウェアにより好適に実現される一方で、ハ
ードウェア、又はソフトウェアとハードウェアとの組み合わせにおける実現化も、また、
可能であり、且つ想定もされる。この明細書において、「コンピューティングエンティテ
ィ」は、本明細書において先に規定されるような任意の計算機システム、又は任意のモジ
ュール、又は計算機システム上で動作するモジュールの組み合わせであってもよい。
【０１１７】
　本明細書に列挙された例示及び条件付きの文言は、すべて、本発明及び発明者によって
技術の促進に寄与された概念を理解する読者を支援する教育学的な目的を対象とし、具体
的に列挙された例示及び条件に限定されないように解釈されるであろう。本発明の実施形
態を詳細に記載したが、本発明の精神及び範囲から逸脱せずに、各種の変更、置換及び補
正を行なうことができ得ることが理解されるであろう。
【符号の説明】
【０１１８】
　１００　　動作環境
　１０２　　ネットワーク
　１０４　　キュレーション
　１０６　　キュレーションされたコンテンツの評価システム (システム)
　１０８　　エンドユーザ(ユーザ，複数のユーザ)
　１１０　　教師
　１１２　　ウェブ・コンテンツ
　２００，３００　　ブロック図
　２０２　　教材
　２０４　　テンプレート・モジュール
　２０６　　コンテンツ構造モジュール
　２０８　　テキスト・パターン信号の辞書
　２１０　　主要キーワード一覧モジュール
　２１２　　既定基準モジュール
　２１４　　品質基準モジュール
　２１６　　ユーザ関係基準モジュール
　２１８　　キーワード候補一覧
　２２０　　プロセッサ
　２２２　　メモリ
　２２４　　通信インターフェース
　２２６　　通信バス
　３０２　　キュレーションされたコンテンツ
　３１８　　コメントデータ
　３２０，３２０Ａ，３２０Ｂ　　アイテム
　３２２　　引用文
　４００　　品質評価結果
　４０２　　ユーザ関係評価結果



(19) JP 6252283 B2 2017.12.27

　４０４，４０６，４０８，４１０，４１２，４１４，４１６，４１８，４２０　　スコ
ア
　５００　　方法
　５０２，５０４，５０６，５０８　　ブロック

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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